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▔国
民
年
金

就
職
・
成
人
・
結
婚
等
を
し
た
場
合
は

種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
か

っ
た
場
合
は
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
必
要
に
応
じ
て
、
妻
・
夫
を
読
み
替
え

　
て
く
だ
さ
い
。

■
第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
…

・�

就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済

組
合
に
加
入
し
た
。
→
②
へ

・�

会
社
員
と
結
婚
し
て
、
そ
の
被
扶
養
配

偶
者
と
な
っ
た
。
夫
が
就
職
し
て
、
そ

の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た
。
→
③
へ

■
第
２
号
被
保
険
者
の
方
が
…

・�

転
職
し
て
自
営
業
に
な
っ
た
（
被
扶
養

配
偶
者
も
第
１
号
被
保
険
者
へ
）
。
会

社
を
退
職
し
て
、
自
営
業
者
の
妻
に
な

っ
た
。
→
①
へ

・�

会
社
を
退
職
し
て
、
会
社
員
の
被
扶
養

配
偶
者
に
な
っ
た
。
→
③
へ

■
第
３
号
被
保
険
者
の
方
が
…

・�
夫
が
会
社
を
退
職
し
た
。
会
社
員
の
夫

と
離
婚
し
た
。
収
入
が
増
え
、
被
扶
養

配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
。
夫
が
65
歳
に

達
し
た
。
夫
が
死
亡
し
た
。
→
①
へ

・�

会
社
に
就
職
し
て
被
扶
養
配
偶
者
で
な

く
な
っ
た
。
→
②
へ

・�

夫
が
転
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
か
ら
共

済
組
合
、
ま
た
は
共
済
組
合
か
ら
厚
生

年
金
保
険
に
変
わ
っ
た
。
→
③
へ

■
未
加
入
の
方
が
…

・�

20
歳
未
満
で
就
職
し
、
厚
生
年
金
保
険

ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
し
た
。
→
②

へ
変
更
後
の
種
別
・
届
出

①�

第
１
号
被
保
険
者
…
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
・
資
格
喪
失
日

の
分
か
る
書
類
を
持
参
し
、
市
民
課
へ

②�

第
２
号
被
保
険
者
…
事
業
主
等
が
年
金

事
務
所
に
届
出
を

③�

第
３
号
被
保
険
者
…
事
業
主
等
を
通
じ

て
年
金
事
務
所
に
届
出
を

問
合
先　
市
民
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
１

▔税
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
す

　
令
和
4
年
1
月
2
日
〜
令
和
5
年
1
月

1
日
の
間
に
新
築
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
令
和
5
年
度
か
ら
新
た

に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
税
額

を
算
定
す
る
た
め
に
は
、
価
格
を
決
定
ま

た
は
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
対
象
の
方

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
に
は
「
徴
税
吏
員
証
」
及
び
「
固

　
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
た

　
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

個
人
事
業
税
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

▼
納
期
限

・
第
１
期
分
…
8
月
31
日
（
水
）

　
８
月
中
に
第
１
期
分
と
第
２
期
分
の
納

付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
（
口
座
振

替
ご
利
用
の
方
を
除
き
ま
す
）
。
納
付
時

に
は
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
間
の
税
額
が
１
万
円
以

下
の
方
は
、
第
2
期
分
の
納
付
書
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
納
税
が
困
難
な
場
合
は
、
納
税
猶
予
の

　
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
府
税
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
府
税
あ
ら
か
る
と
」
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
泉
北
府
税
事
務
所

　
　
　
　
☎
（
238
）
７
２
２
１

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

今月が納期限の税金

〈市民税〉�
〈府民税〉�
第2期分

8月31日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。
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▔各
種

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

　
被
保
険
者
ま
た
は
連
帯
納
付
義
務
者

（
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
と

被
保
険
者
の
配
偶
者
）
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
納
付
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
災
害
に
よ
り
被
保
険
者
が
主
た

る
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
住
宅
、
被

保
険
者
の
家
財
、
そ
の
他
の
財
産
に
つ

い
て
著
し
い
損
害
を
受
け
た
と
き

②�

被
保
険
者
ま
た
は
保
険
料
の
連
帯
納
付

義
務
者
の
収
入
が
事
業
の
不
振
、
休
業
、

廃
止
ま
た
は
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
著

し
く
減
少
し
た
と
き

③�

被
保
険
者
が
、
刑
事
施
設
、
労
役
場
、

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
に
拘
禁

さ
れ
た
と
き

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

ご
存
知
で
す
か
？
任
意
継
続
保
険
制
度

　
任
意
継
続
保
険
制
度
は
、
勤
務
先
の
健

康
保
険
に
２
か
月
以
上
の
加
入
期
間
が
あ

れ
ば
、
退
職
後
も
引
き
続
き
２
年
間
の
継

続
加
入
が
で
き
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は

会
社
負
担
が
な
く
な
り
、
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
退
職
日
の
翌

日
か
ら
20
日
以
内
（
厳
守
）
に
協
会
け
ん

ぽ
ま
た
は
勤
務
先
の
健
康
保
険
組
合
へ
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

三
井
住
友
信
託
銀
行
で
の
公
金
の
取

り
扱
い
が
終
了
し
ま
す

　
令
和
5
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
三
井
住

友
信
託
銀
行
の
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指

定
が
取
り
消
し
と
な
り
、
市
税
、
保
険
料
、

保
育
料
、
上
下
水
道
料
金
等
の
公
金
の
取

り
扱
い
が
終
了
し
ま
す
。
令
和
5
年
4
月

1
日
以
降
は
、
同
行
で
の
口
座
振
替
（
口

座
引
き
落
と
し
）
や
納
付
書
に
よ
る
窓
口

納
付
が
で
き
な
い
た
め
、
他
の
公
金
取
り

扱
い
金
融
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
会
計
課
☎
（
275
）
６
４
４

8
月
12
日
・
15
日
は
、�

市
立
小
中
学
校
の
閉
庁
日
で
す

　
閉
庁
期
間
中
は
、
原
則
と
し
て
各
小
中

学
校
に
勤
務
者
を
お
き
ま
せ
ん
。
緊
急
時

の
連
絡
は
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
学
校

長
へ
行
い
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
３
４

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
前
に

　
猫
に
む
や
み
に
エ
サ
を
与
え
る
と
、
猫

が
異
常
に
増
え
、
フ
ン
や
尿
、
鳴
き
声
な

ど
で
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
エ
サ
を
も

ら
う
こ
と
は
、
猫
の
健
康
面
か
ら
も
良
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
サ
を
与
え
る

前
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
飼
い
猫
に
つ
い
て

は
、
周
囲
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
室
内
で
飼
う
こ

と
で
、
感
染
症
や
事
故
の
防
止
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎（
275
）６
２
６
６

お盆のお墓参りは臨時バスをご利用ください
　8月 13日・14日・
15日にアプラたかいし
から、浜墓地への臨時
バスを運行します。運
行時刻は右の表をご覧
ください。

アプラたかいし発
■ 臨時バス運行時刻

アプラたかいし着
浜墓地発

たかいし斎場東発
14：55
15：01
15：41
15：50

13：55
14：01
14：41
14：50

11：55
12：01
12：41
12：50

10：55
11：01
11：41
11：50

  9：55
10：01
10：41
10：50

8：55
  9：01
  9：41
  9：50

問合先　市民課☎（275）6473
※14日（日）は、福祉バス「らくらく号」も臨時で運行しています。
※定員を超える場合は、高齢者等を優先させていただきます。



9	 きらり -TAKAISHI-　2022.8  2022.8　きらり -TAKAISHI- 8

９
月
2
日
は�

大
阪
８
８
０
万
人
訓
練

　
午
後
１
時
30
分
に
地
震
が
発
生
し
た
と

想
定
し
、
午
後
1
時
33
分
に
大
津
波
警
報

に
つ
い
て
、
ま
た
午
後
１
時
35
分
に
避
難

情
報
に
つ
い
て
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
き
ま
す
。

各
自
で
身
を
守
る
行
動
を
と
る
な
ど
、
緊

急
時
の
避
難
行
動
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

　
で
も
受
信
音
が
流
れ
ま
す
。
受
信
音
が

　
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
電
源
を

　
切
る
か
受
信
設
定
を
オ
フ
に
し
て
く
だ

　
さ
い
。

問
合
先　
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
０
６
（
６
９
１
０
）
８
０
０
１

8
月
10
日
に
市
内
の
防
災
行
政
無
線
の

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す

　

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
一
斉
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練
で
、

高
石
市
以
外
の
全
国
の
地
域
で
も
同
様
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

放
送
日
時　
8
月
10
日
（
水
）
午
前
11
時

頃問
合
先　
危
機
管
理
課　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
５

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、　
　
　
　
　
　

マ
ナ
ー
を
守
れ
て
い
ま
す
か
？

　
犬
や
猫
の
フ
ン
・
鳴
き
声
・
放
し
飼
い

等
の
苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ

ト
を
飼
う
場
合
は
、
愛
情
を
も
っ
て
責
任

の
あ
る
飼
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
必
ず
リ
ー
ド

　
（
引
き
綱
）
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を
忘
れ
ず
、
き
ち

　
ん
と
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交

付
と
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
受
け
取
ら

れ
た
方
の
う
ち
、
開
庁
時
間
中
に
来
庁
で

き
な
い
方
は
、
次
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
同
日
時
で
、

備蓄用に購入していたレトルトカレーが、気がつく

と賞味期限を過ぎていた。試しに一度食べたが、味に

変化はなかった。まだたくさん残っているが、食べて

も支障はないか。　　　　　　　　（80歳代　女性）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

災害用の備蓄食品は
定期的に入れ替えましょう

休館日 土・日曜日、祝日

　災害発生時に備えて、普段から飲料水や保存の効く食料などを備蓄し

ておきましょう。1人当たり 3日分、大規模災害発生に備えるなら 1週

間分の備蓄があると良いとされています。「賞味期限」は美味しく食べ

られる期限のことであり、食べられなくなる期限ではありません。適切な消費を心

掛け、定期的に確認しましょう。日頃から保存性の高い食品を少し多めに買い置き

し、賞味期限などを考えながら計画的に使い、新たに買い足す「ローリングストッ

ク法」も有効です。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター　「見守り新鮮情報第400号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
こ
と

が
な
い
方
を
対
象
に
、
申
請
サ
ポ
ー
ト
も

実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
28
日
、
9
月
4
日
・
11
日
い

ず
れ
も
日
曜
日
の
午
前
9
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
（
本
館
１
階
）

■
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
職
員
が
申
請
書
に
必
要
な
写
真
を
無
料

で
撮
影
し
、
書
き
方
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

で
、
そ
の
場
で
申
請
が
完
了
し
ま
す
。

対
象　
申
請
者
本
人
で
必
要
書
類
を
持
参

で
き
る
方
（
15
歳
未
満
か
成
年
被
後
見
人

の
方
は
法
定
代
理
人
の
同
行
が
必
要
で

す
。）

持
ち
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
）

■
お
持
ち
で
な
い
方
に

　
7
月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
に
か
け
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
用
の
Q
R
コ
ー
ド
付
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
順

次
送
付
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
期
限
は
9
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
市
民
課　

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
１
２

健
幸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園�

利
用
者
募
集

貸
付
期
間　
令
和
4
年
10
月
14
日
〜
令
和

6
年
9
月
30
日

対
象　
市
内
在
住
の
方

募
集　
１
世
帯
１
区
画
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
障
が
い
者
の
方
に
は
、
各
地
区
で
優
先

　
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。
申
込
時
に
、
障

　
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
書

　
類
が
必
要
で
す
。

区
画
数　
東
羽
衣
地
区
１
６
７
区
画
、
綾

園
地
区
１
８
６
区
画
、
取
石
地
区
１
３
７

区
画

使
用
料　
無
料
（
水
道
料
金
等
は
別
途
負

担
が
必
要
）

▼
抽
選
会

日
時　
9
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら

場
所　
市
役
所
（
別
館
３
階
）

申
込　
8
月
18
日
〜
29
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
申
請
書
と
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
証
等

の
コ
ピ
ー
）
を
経
済
課
へ
郵
送
［
〒
５
９

２
‐
８
５
８
５
（
住
所
記
載
不
要
）
高
石

市
役
所　
経
済
課
］

※
既
に
農
園
を
借
り
て
い
る
方
に
は
、
郵

　
送
で
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
新
規
の

　
方
は
申
請
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

　
い
。

問
合
先　
経
済
課
☎
（
275
）
６
１
4
９

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
国
際
交
流
基
金

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
国
際
交

流
活
動
を
助
成
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
、

対
象
と
な
る
活
動
に
対
し
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
助
成
基
準
や
必
要
書
類
等
、
詳

し
く
は
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込　
社
会
教
育
課
で
配
布
す
る
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
社
会
教
育

課
へ

※
年
度
末
の
申
請
は
、
交
付
処
理
の
都
合

　
上
翌
年
度
の
申
請
と
な
る
場
合
が
あ
る

　
た
め
、
必
ず
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
教
育
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
３
７

泉
北
就
職
情
報
フ
ェ
ア
・
合
同
就
職

面
接
会　
求
人
事
業
所
の
参
加
募
集

　
泉
北
地
域
で
正
社
員
や
パ
ー
ト
の
仕
事

を
お
探
し
の
方
を
対
象
と
す
る
合
同
就
職

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
人
材
の
確
保
を

検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
所
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
24
日
（
木
）
午
後
2
時
〜
４

時場
所　
ア
プ
ラ
た
か
い
し
（
3
階
）

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津
管
轄
内
の

事
業
所

募
集　
20
社

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
9
月
9
日
ま
で
に
申
込

フ
ォ
ー
ム
、
も
し
く
は
高
石
商
工
会
議
所

へ
電
話
申
込
☎
（
264
）
１
８
８
８

い
ま
だ
か
ら
こ
そ
若
い
世
代
に
伝
え
た
い

ヒ
ロ
シ
マ
悲
劇
の
詩

日
時　
8
月
9
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込　
当
日
直
接
会
場
へ

問
合
先　
子
育
て
支
援
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー

事
務
局
☎
０
９
０
（
２
１
０
２
）
２
４
８

９
「
泉
北
就
職
情
報
フ
ェ
ア

　
　
　申
込
フ
ォ
ー
ム
」

　
　
　は
こ
ち
ら
か
ら
▼
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金
婚
者
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　
10
月
5
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら

場
所　
ア
プ
ラ
た
か
い
し
（
３
階)

対
象　
結
婚
50
周
年
の
夫
婦
（
結
婚
年
月

日
を
証
明
す
る
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
）

※
当
日
は
昼
食
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　
9
月
5
日
ま
で
に
高

齢
・
障
が
い
福
祉
課
☎
（
275
）
６
２
９
４

へ身
近
な
み
ど
り
を
育
て
ま
し
ょ
う

　
各
地
域
や
職
場
の
皆
さ
ん
が
共
同
で
緑

化
す
る
際
に
、
樹
木
の
無
料
配
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

樹
種　
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
セ

イ
ヨ
ウ
カ
ナ
メ　
ほ
か
（
1
か
所
あ
た
り

高
木
2
本
以
上
の
申
請
が
必
要
）

※
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
ご
希
望
に
添

　
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　
8
月
31
日
ま
で
に
土
木

管
理
課
☎
（
275
）
６
４
１
７

■情報公開制度の運用状況（R3.4.1～R4.3.31）

１

1. 実施機関別処理状況

2. 審査請求の状況

※請求件数は受理日が期間内に存するものの件数
※１件の請求に対し、複数の決定を行う場合があります

※請求件数は受理日が期間内に存す
　るものの件数

※１件の諮問・答申に対し、複数の
　 事由がある場合があります

件　数 処理
件数

内　訳内　訳

却下棄却一部認容 前年度
から繰越

令和4
年度への
繰越件数

令和3年度
  申立て 認容 取下げ

部分公開公　開 非公開 不存在
請求
件数 請求拒否 取下げ

処理状況実施機関
市　長

議　会

政策推進部

選挙管理委員会
監査委員
公平委員会
農業委員会
固定資産評価審査委員会
教育委員会
市長（水道事業管理者）

計

総　務　部
保健福祉部
土　木　部
会　計　課

17

６

12

１ １
２７

３ ３

３

９ １

１21

６11

５

決定
件数
17

６

12

１
７
３

１
30 30

２
１

８
１

■個人情報保護制度の運用状況（R3.4.1～R4.3.31）

■行政不服審査制度の運用状況（R3.4.1～R4.3.31）

1. 個人情報保護審査会への諮問・答申件数

2. 個人情報の開示請求等の件数

4. 個人情報取扱事務
     の件数（実施機関別）

3. 審査請求の状況

期間中に審査請求はありませんでした。

1111
開示請求 訂正請求 利用停止請求 是正の申出 計

１ ３

１ ２
１

計

諮問事由 答申
個人情報の収集
目的外利用
外部提供
結合

285

212
52
３
１
１
７

１

４

４
計

市　長

選挙管理委員会
監査委員
公平委員会
農業委員会
固定資産評価
審査委員会

教育委員会

議　会

情報公開制度・個人情報保護制度
行政不服審査制度

運用状況
　令和3年度の情報公開制度、個人情報保護制
度及び行政不服審査制度の運用状況がまとまり
ましたのでお知らせします。詳しくは市役所２
階行政資料コーナーで閲覧できます。
問合先　総務課 ☎（275）6197

※ ※

3

１ 期間中に審査請求はありませんでした。

（水道事業管理者）
市　長

１ １



お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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黙
と
う
に
ご
協
力
を

　
8
月
15
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
日
で
す
。
正
午
か
ら
1
分
間

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
８
３

河
川
で
の
水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
が
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
河
川
に

　
遊
び
に
行
く
際
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

　
を
準
備
し
、
必
ず
保
護
者
が
同
行
す
る
。

・
大
雨
、
洪
水
、
波
浪
、
雷
等
の
警
報
や

　
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
際
に
は
、
河
川

　
へ
の
外
出
を
控
え
る
。

・
外
出
時
に
天
候
が
急
激
に
変
化
し
た
場

　
合
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
急
激

　
な
増
水
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
速
や
か

　
に
河
川
か
ら
離
れ
る
。

問
合
先　
大
阪
府
都
市
整
備
部
河
川
室

　
　
　
☎
０
６
（
６
９
４
1
）
０
３
５
１

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

昭
和
47
年
5
月
15
日
に
沖
縄
が
本

土
に
復
帰
し
、
今
年
で
50
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

半
世
紀
の
間
に
沖
縄
は
国
内
有
数

の
観
光
地
と
な
り
、
見
違
え
る
ほ
ど

に
発
展
し
ま
し
た
が
、
米
軍
基
地
が

集
中
す
る
島
の
景
色
は
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
日
本
で
の
米
軍
専
用
施
設

の
面
積
は
、
今
で
も
7
割
が
沖
縄
に

集
中
し
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
沖
縄
は
地

上
戦
の
舞
台
と
な
り
、
住
民
を
含
め

20
万
人
以
上
の
命
が
失
わ
れ
た
上
に
、

琉
球
王
国
の
歴
史
が
あ
る
文
化
財
や

県
民
の
財
産
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
「
一
木

一
草
も
と
ど
め
ぬ
ほ
ど
赤
茶
け
た
地

肌
を
あ
ら
わ
し
た
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
の
激
戦
で
し
た
。

　

戦
後
、
連
合
国
に
よ
る
日
本
の
占

領
が
終
了
し
た
後
も
、
沖
縄
は
27
年

間
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
置
か
れ

ま
し
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
無
し
で
は
日

本
本
土
へ
の
渡
航
も
で
き
ず
、
ド
ル

札
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
で
は
今
も
1
日
1
件
以
上
の

ペ
ー
ス
で
不
発
弾
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
多
く
は
土
木
建
築
の
現
場
で

見
つ
か
り
、
過
去
に
は
死
傷
者
が
出

る
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。
未
発
見

の
不
発
弾
は
約
１
９
０
０
ト
ン
あ
る

と
推
計
さ
れ
、
回
収
作
業
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

「
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
」

の
証
言
員
さ
ん
の
言
葉
に
「
二
度
と

戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
」

「
戦
場
に
な
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と

に
な
る
か
を
知
っ
た
ら
戦
争
を
し
た

い
と
考
え
る
人
は
い
な
い
。
」
と
あ

り
ま
し
た
。

　

高
石
市
内
の
小
中
学
校
で
は
有
志

の
方
々
に
よ
る
「
戦
争
の
語
り
部
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

沖縄の本土復帰50周年

沖縄をめぐる主なできごと

1945 年 3 月
沖縄戦が開始。6月に日本軍の組織的抵抗が終結。米
軍は沖縄上陸に合わせて占領開始を告げる布告を公布。

1952 年 4 月
サンフランシスコ講和条約が発効し、沖縄は正式に日
本から分離される。

1960 年 4 月
「沖縄県祖国復帰協議会」結成。本土への復帰運動が本
格化する。

1970 年 11 月 沖縄の国政参加選挙が始まる。

1969 年 11 月
日米両政府が「72 年、核抜き、本土並み」の沖縄返還
で合意する。

1972 年 5 月 沖縄が本土復帰する。

1975 年 7 月 沖縄国際海洋博覧会が開幕する。

1978 年 7 月
沖縄の車道が米国式の右側通行から左側通行に変更
になる。

2000 年 7 月 九州・沖縄サミットが開催される。


